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小児の「痛風、高尿酸血症」に対する 
用法及び用量の追加承認のご案内

このたび、高尿酸血症治療剤「フェブリクR錠」に、小児の「痛風、高尿酸血症」に対する用法
及び用量が追加承認されましたので、ご案内申し上げます。

2023年6月

１．対象品目
フェブリクR錠 10mg
フェブリクR錠 20mg
フェブリクR錠 40mg

２．内容（電子添文抜粋）
＊下線部改訂

6．用法及び用量 ＜痛風、高尿酸血症＞
成人
通常、成人にはフェブキソスタットとして1日10mgより開始
し、1日1回経口投与する。その後は血中尿酸値を確認しなが
ら必要に応じて徐々に増量する。維持量は通常 1日1回 40mg
で、患者の状態に応じて適宜増減するが、最大投与量は 1日
1回60mgとする。
小児
通常、小児には体重に応じてフェブキソスタットとして下記
の投与量を 1 日 1 回経口投与する。
体重40kg未満：通常、1日5mgより開始し、1日1回経口投与
する。その後は血中尿酸値を確認しながら必要に応じて徐々
に増量する。維持量は通常 1日 1回 20mgで、患者の状態に
応じて適宜増減するが、最大投与量は 1日1回 30mg とする。
体重40kg以上：通常、1日10mgより開始し、1日1回経口投与
する。その後は血中尿酸値を確認しながら必要に応じて徐々
に増量する。維持量は通常 1日1回40mgで、患者の状態に応
じて適宜増減するが、最大投与量は 1日1回60mgとする。
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以上

7．用法及び用量に関連する 
注意

＜痛風、高尿酸血症＞
7.1	成人：尿酸降下薬による治療初期には、血中尿酸値の急激

な低下により痛風関節炎（痛風発作）が誘発されることが
あるので、本剤の投与は10mg 1日1回から開始し、投与
開始から 2 週間以降に20mg 1日1回、投与開始から 6 週
間以降に40mg 1日1回投与とするなど、徐々に増量する
こと。なお、増量後は経過を十分に観察すること。［8.4、
17.1.1-17.1.3 参照］

7.2	小児：尿酸降下薬による治療初期には、血中尿酸値の急激
な低下により痛風関節炎（痛風発作）が誘発されることが
あるので、本剤の投与は体重に応じて 5mg（40kg 未満）
又は10mg（40kg以上）1日1回から開始し、投与開始か
ら 6 週間以降に10mg（40kg未満）又は20mg（40kg以 
上）1日1回、投与開始から14週間以降に20mg（40kg未
満）又は40mg（40kg以上）1日1回投与とするなど、徐々
に増量すること。なお、増量後は経過を十分に観察するこ
と。［8.4、17.1.4 参照］

●詳細は最新の電子添文をご参照くださいますようお願い申し上げます。


